
         

         ３歳から５歳におすすめの絵本 

赤ちゃんの時期が過ぎ、３歳からは絵本を楽しむ黄金期です。子どもと楽しみを分かち合える絵本を紹介します。 

 

あひるのピンのぼうけん  

マージョリー・フラック文  クルト・ヴィーゼ絵  間崎ルリ子訳  瑞雲舎  Ｅ－ビ 

揚子江に浮かぶ舟に住んでいるピンの家族。昼間は岸辺でおいしいものを探して過ごしています。戻るのが最後のものは、おし

りをぶたれます。最後になったピンはぶたれたくなくて、岸辺の草むらに隠れます。 

 

アンディとらいおん 

ジェームス・ドーハーティ文・絵  村岡花子訳  福音館書店  Ｅード 

アンディは学校へ行く途中、足にトゲがささったライオンを助けてやります。サーカスのライオンがおりから逃げ出して、騒ぎになり 

ますが、それはあのライオンでした。 

 

いたずらきかんしゃちゅうちゅう 

バージニア・リー・バートン文・絵  村岡花子訳  福音館書店  Ｅ－バ 

機関車のちゅうちゅうは、客車を引かずにある日ひとりで走り出しました。踏切を無視しはね橋を飛び越え、勢いはいいのですが、

道に迷ってしまいます。 

 

王さまと九人のきょうだい 

赤羽末吉絵  君島久子訳  岩波書店  Ｅ－ア 

老夫婦がやっと授かった子どもの名は、ちからもち、くいしんぼう、はらいっぱい、ぶってくれ、ながすね、さむがりや、あつがりや切

ってくれ、みずくぐりです。その名のとおりの力で、悪い王さまをやっつけます。 

 

くいしんぼうのはなこさん 

石井桃子文  中谷千代子絵  岩波書店  Ｅ－ナ 

はなこは、立派な体で、ちゃんばらも強く、山の牧場の女王になります。けれどもとてもわがまま。食べ物を独り占めして食べた次

の日、はなこの体はアドバルーンのようにふくらみ今にも破裂しそうです。 

 

くまのコールテンくん 

ドン・フリーマン作  松岡享子訳  偕成社  Ｅ－フ 

おもちゃ売り場で売られているぬいぐるみのコールテンくんのズボンのボタンが取れています。コールテンくんは、ボタンを探して

夜のデパートを歩きまわるのですが、見つかりません。 



くんちゃんのはじめてのがっこう 

ドロシー・マリノ作  間崎ルリ子訳  ペンギン社  Ｅ－マ 

はじめて学校に行くくんちゃん。字が読めなくて、不安になり、教室をとびだしてしまいます。窓からこっそりとクラスの様子をのぞ 

いているうちに、つい、大きな声で答えてしまいます。 

 

サリーのこけももつみ 

ロバート・マックロスキー文・絵  石井桃子訳  岩波書店  Ｅ－マ 

サリーはお母さんと一緒にこけももを摘みに行きました。そこには、くまの母子が冬に備えてこけももを食べにやって来ていました。

サリーと小ぐまは、茂みの中でお互いにお母さんを取り違えてしまいます。 

 

三びきのやぎのがらがらどん 

マーシャ・ブラウン絵  せたていじ訳  福音館書店  Ｅ－ブ 

３匹のやぎの名前はどれもがらがらどん。山の草場へ行く途中に、恐ろしいトロルに見つかります。 

 

しずくのぼうけん 

マリア・テルリコフスカ作  ボフダン・ブテンコ絵  うちだりさこ訳  福音館書店  Ｅ－ブ 

バケツから飛び出した水のしずくは、長い旅に出ました。雲の上にのぼったり、岩の間に閉じ込められたり、洗濯機の中で洗われ

たり・・・。水・水蒸気・氷とさまざまな姿に変化していきます。 

 

しょうぼうじどうしゃじぷた 

渡辺茂男作  山本忠敬絵  いしいももこ訳  福音館書店  Ｅ－ヤ 

じぷたは、ちいさな消防車。大きいはしご車のっぽ君、強い高圧車ぱんぷ君、救急車いちもくさんのことをうらやましく思っていま

した。ある日、山小屋が燃え出し、山火事を防いだじぷたは、子どもたちの人気者になります。 

 

だいくとおにろく 

松居直再話  赤羽末吉画  福音館書店  Ｅ－ア 

村で名高い大工が、難しい川に橋をかけるのを請け負いました。鬼が現れ、大工の目玉をよこしたら、橋を架けてやろうと言い

ます。 

 

どろんこハリー 

ジーン・ジオン文  マーガレット・ブロイ・グレアム絵  わたなべしげお訳  福音館書店  Ｅ－グ 

ハリーは黒いぶちのある白い犬、おふろが大嫌いで、逃げ出します。工事現場で遊んでどろんこになり、真っ黒になって家にかえ

りますが、だれもハリーだとわかってくれません。 

 

 

 



なぞなぞえほん１・２・３のまき 

中川李枝子作  山脇百合子絵  福音館書店  Ｅ－ヤ 

自然・暮らし・体に関するなぞなぞがたくさん詰まっています。答えは、風、しっぽ、目玉焼きなど、子どもたちに身近なものばかり 

です。 

 

ひとまねこざる 

H.A.レイ文・絵  光吉夏弥訳  岩波書店  Ｅ－レ 

おさるのジョージは知りたがりや。外の世界が知りたくて動物園を抜け出します。レストランで食事をしたり、ビルの窓ふきをしたり 

ペンキでジャングルの絵をかいてしまったりと、いたずらぶりを発揮します。 

 

１００まんびきのねこ 

ワンダ・ガアグ文・絵  福音館書店  Ｅ－ガ 

おじいさんとおばあさんは寂しくて、ねこを 1 匹飼うことにしました。おじいさんはねこを探しに出掛け、いちばんきれいなねこを選 

ぼうとしますが、選べずに、みんな連れて帰ることにしました。 

 

へびのクリクター 

トミー・ウンゲラー作  中野完二訳  文化出版局  Ｅ－ウ 

学校の先生をしているポドさんは、誕生日にへびを贈られ、クリクターと名付けて可愛がります。寒い日には長いセーターを着せ、

学校にも連れて行きます。ある晩クリクターは家に忍び込んだ泥棒を相手に大活躍します。 

 

ペレのあたらしいふく 

エルサ・ベスコフ作  おのでらゆりこ訳  福音館書店  Ｅ－ベ 

ペレは自分が育てたこひつじの毛を刈り、新しい洋服を作ろうとします。小さいペレには毛をすくのも紡ぐのも難しい仕事です。 

 

やまなしもぎ 

平野直再話  太田大八画  文化出版局  Ｅ－オ 

病気のお母さんのため、三人兄弟がひとりずつやまなしを採りに行きますが、兄さんたちは言いつけを守らず、沼の主に飲み込

まれてしまいます。さぶろうは無事やまなしを採り兄さんたちを助けます。 

 

ラチとらいおん 

マレーク・ベロニカ文・絵  とくながやすもと訳  福音館書店  Ｅ－マ 

弱虫のラチは、絵本のらいおんを見て、自分にらいおんがいたら何もこわくないのにと思います。ある朝起きると、小さな赤いらい

おんがいて、ラチに強くなる体操を教えてくれました。 

 

 

    



 

請求記号 書名 著者 出版社 
Ｅ－ル あくたれラルフ ジャック・ガントスさく  ニコール・ルーベル絵 福音館書店

Ｅ－ア いっすんぼうし 石井桃子文  秋野ふく絵 福音館書店

Ｅ－ホ おおかみと七ひきのこやぎ フェリックス・ホフマンえ せたていじやく   福音館書店

Ｅ－ス おさるとぼうしうり エズフィール・スロボドキーナさく まつおかきょうこやく  福音館書店

Ｅ－ワ おだんごぱん 脇田和画 瀬田貞二訳   福音館書店

Ｅ－チ おなら 長新太作 福音館書店

Ｅ－ハ おふろだいすき 松岡享子作 林明子絵 福音館書店

Ｅ－ウ おやすみなさいフランシス ガース・ウイリアムズえ まつおかきょうこやく  福音館書店

Ｅ－セ かいじゅうたちのいるところ モーリス・センダックさく 神宮輝夫やく 富山房 

Ｅ－ニ かしこいビル ウィリアム・ニコルソン作 松岡享子 吉田新一訳 ペンギン社

Ｅ－シ かにむかし 木下順ニ文 清水崑絵 岩波書店 

Ｅ－マ かもさんおとおり ロバート・マックロスキーぶんとえ わたなべしげおやく 福音館書店

Ｅ－カ 川はながれる アン・ランド文 ロジャンコフスキー絵 掛川恭子訳 岩波書店 

Ｅ－ベ げんきなマドレーヌ ルドウィッヒ・ベーメルマンス作・画 瀬田貞二訳 福音館書店

Ｅ－ホ こすずめのぼうけん ルース・エインズワース作 堀内誠一画 石井桃子訳 福音館書店

Ｅ－ア こぶじいさま 松居直再話 赤羽末吉画 福音館書店

Ｅ－ヤ 三びきのこぶた 山田三郎画 瀬田貞二訳 福音館書店

Ｅ－タ じごくのそうべえ 田島征彦作  童心社 

Ｅ－カ だるまちゃんとてんぐちゃん 加古里子さくえ  福音館書店

Ｅ－ブ ちいさなヒッポ マーシャ・ブラウン作絵 うちだりさこ訳 偕成社 

Ｅ－ラ てぶくろ エウゲーニー・M・ラチョフえ うちだりさこ訳 福音館書店

Ｅ－バ はたらきもののじょせつしゃ

けいてぃー 

バートンぶんとえ 石井桃子訳 福音館書店

Ｅ－サ はなをくんくん ルース・クラウスぶん マーク・サイモントえ きじまはじめやく 福音館書店

Ｅ－キ ピーターのくちぶえ エズラ＝ジャック＝キーツさく きじまはじめやく 偕成社 

Ｅ－ヒ ぽとんぽとんはなんのおと 神沢利子作 平山英三絵  福音館書店

Ｅ－フ めっきらもっきらどおんどん 長谷川摂子作 ふりやなな画  福音館書店

Ｅ－ア ももたろう 松居直文 赤羽末吉画 福音館書店

Ｅ－エ わたしとあそんで マリー・ホール・エッツぶんえ 与田準一やく 福音館書店

 
 


